
 制服感情 

「制服感情」とは文字通り、制服を着た人が味わう組織への所属感や仕事への使命

感などの気持ちのことです。 

 ファーストフード店でアルバイトをしている高校生が「制服を着たとたん、しゃ

きっとなって、『いらっしゃいませ』なんて普段あまり使わないようなていねいな

言葉が自然に出てくる」と話をしているのを聞いたことがあります。 

 また、警察官や消防署員の方からは「制服に身を包むと使命感がいっそう高まる」

との発言をしばしば耳にします。消防隊の方は、防火服を着たとたん「怖い物はな

い」という気持ちになるそうです。 

 スポーツ選手のユニフォームには、やる気を奮い立たせる効果があるともいいま

す。 

 これらの例はみな「制服感情」から説明ができることです。皆さんも同じような

経験を何回もしていることと思います。衣服に限らず、身につける物や持ち物も、

その時々の気持ちに微妙に影響を与えることがあります。多くの場合、「制服感情」

はプラスに動きます。昔から川柳に次のように詠まれています。 
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きちんとした服装が気持ちに影響し、さらには行動をも正しくすることが、よく分

かりますね。 

おごそかな儀式にはそれなりの服装が求められます。逆に、休日のリラックスし

た服装は、心を解放させて日頃の疲労をとるのに適しています。『時と場所と目的』

に応じた服装は、自分だけでなく周囲の人をも、すがすがしい気持ちにさせること

を忘れないで下さい。 

 朝、制服を着たときから自宅へ帰って制服を脱ぐまでは、二中生としての自覚と

誇りをもって行動してください。そして、素敵に制服を着こなして下さい。 

 

制服の着方ついて 
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